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(57)【要約】
【課題】内部に圧縮機構を有するケーシング（11）と、
ケーシングを支持するとともに取付台座（30）に防振ゴ
ム（25）を介して固定されるブラケット（15）とを備え
た圧縮機において、振動や騒音が発生するのをより確実
に抑える。
【解決手段】ケーシング（11）の下部鏡板（14）とブラ
ケット（15）を、粘弾性体（35）を介して接合する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に圧縮機構（20）を有するケーシング（11）と、該ケーシング（11）を支持すると
ともに取付台座（30）に防振材（25）を介して固定されるブラケット（15）とを備えた圧
縮機であって、
　上記ケーシング（11）と上記ブラケット（15）は、粘弾性体（35）を介して接合されて
いることを特徴とする圧縮機。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記防振材（25）のバネ定数Ｋ１と上記粘弾性体（35）のバネ定数Ｋ２とが
　Ｋ１＞Ｋ２の関係を満たしていることを特徴とする圧縮機。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　上記ブラケット（15）は、上記粘弾性体（35）を介して上記ケーシング（11）を下方か
ら支持する支持部（16）と、上記防振材（25）を介して上記取付台座（30）に固定される
固定部（17）とを有し、
　上記支持部（16）と固定部（17）とが一体に構成されていることを特徴とする圧縮機。
【請求項４】
　請求項１，２または３において、
　上記粘弾性体（35）が未加硫ブチルゴムで形成されていることを特徴とする圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、圧縮機に関し、特にケーシングを取付台座に防振材を介して取り付ける構造
において振動や騒音を防止する技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和装置や冷凍装置の圧縮機は、その設置箇所に、例えば防振材を用いた防
振構造が採用されている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１には、圧縮機の下部に
固定されたブラケット（脚部）を室外機の取付台座に防振ゴムなどの防振材を介してボル
トで固定する構造が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－０３８０２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記の構造ではブラケット（脚部）がケーシングに溶接などで強固に固
定されているため、ケーシングの内部の圧縮機構で発生した振動がケーシングからブラケ
ットに伝達され、さらには防振材を介して室外機などの取付台座に伝達される。このよう
にして室外機の全体が加振されるため、室外機から振動や騒音が発生するおそれがあった
。また、室外機の周りの配管が上記振動で共振すると、配管が折損するおそれもあった。
このように、従来は圧縮機の設置箇所に防振ゴムなどの防振材を用いているものの、振動
の減衰効果を十分に得ることができない問題があった。
【０００５】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、圧縮機のケー
シングを取付台座に防振材を介して取り付ける構造において、振動や騒音が発生するのを
より確実に抑えることである。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　第１の発明は、内部に圧縮機構（20）を有するケーシング（11）と、該ケーシング（11
）を支持するとともに取付台座（30）に防振材（25）を介して固定されるブラケット（15
）とを備えた圧縮機を前提としている。
【０００７】
　そして、この圧縮機は、上記ケーシング（11）と上記ブラケット（15）は、粘弾性体（
35）を介して接合されていることを特徴としている。
【０００８】
　この第１の発明では、圧縮機を起動すると、圧縮機構（20）や該圧縮機構（20）を駆動
するモータの振動により圧縮機のケーシング（11）が振動するが、このケーシング（11）
の振動は粘弾性体（35）に吸収される。
【０００９】
　第２の発明は、第１の発明において、上記防振材（25）のバネ定数Ｋ１と上記粘弾性体
（35）のバネ定数Ｋ２とが
　Ｋ１＞Ｋ２の関係を満たしていることを特徴としている。
【００１０】
　この第２の発明では、圧縮機を運転すると、圧縮機構（20）や該圧縮機構（20）を駆動
するモータの振動により、圧縮機のケーシング（11）が振動するが、この第２の発明にお
いては、防振ゴムよりのバネ定数Ｋ１よりも小さいバネ定数Ｋ２の粘弾性体（35）をケー
シング（11）とブラケット（15）の間に設けているので、ケーシング（11）の振動が粘弾
性体（35）で大幅に減衰されてからブラケット（15）に伝達される。したがって、ブラケ
ット（15）から取付台座（30）に伝達される振動も大幅に減衰される。
【００１１】
　第３の発明は、第１または第２の発明において、上記ブラケット（15）が、上記粘弾性
体（35）を介して上記ケーシング（11）を下方から支持する支持部（16）と、上記防振材
（25）を介して上記取付台座（30）に固定される固定部（17）とを有し、上記支持部（16
）と固定部（17）とが一体に構成されていることを特徴としている。
【００１２】
　第４の発明は、第１，第２または第３の発明において、上記粘弾性体（35）が未加硫ブ
チルゴムで形成されていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、圧縮機を起動すると、圧縮機構（20）や該圧縮機構（20）を駆動する
モータの振動により圧縮機のケーシング（11）が振動するが、このケーシング（11）の振
動は粘弾性体（35）に吸収されるので、騒音振動の発生が抑制できる。
【００１４】
　上記第２の発明によれば、圧縮機を運転すると、圧縮機構（20）や該圧縮機構（20）を
駆動するモータの振動により、圧縮機のケーシング（11）が振動するが、防振ゴムよりの
バネ定数Ｋ１よりも小さいバネ定数Ｋ２の粘弾性体（35）をケーシング（11）とブラケッ
ト（15）の間に設けているので、ケーシング（11）の振動が粘弾性体（35）で大幅に減衰
されてからブラケット（15）に伝達される。したがって、ブラケット（15）から取付台座
（30）に伝達される振動も大幅に減衰されるので、騒音振動の発生をより確実に抑えられ
る。
【００１５】
　上記第３の発明によれば、簡単な構造のブラケット（15）を用いてケーシング（11）の
振動や騒音を確実に防止できる。
【００１６】
　上記第４の発明によれば、粘弾性体（35）として未加硫ブチルゴムを用いることにより
、ケーシング（11）の振動や騒音を確実に防止できる。
【図面の簡単な説明】
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【００１７】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る圧縮機の全体図である。
【図２】図２は、図１の圧縮機の要部拡大図である。
【図３】図３は、実施形態の変形例に係る圧縮機の要部拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１９】
　図１に示すように、本実施形態の圧縮機（10）は、内部に圧縮機構（20）を有するケー
シング（11）と、該ケーシング（11）を取付台座（30）に防振ゴム（防振材）（25）を介
して固定するためのブラケット（15）とを備えている。
【００２０】
　上記ケーシング（11）は、円筒状の胴部（12）と、該胴部（12）の上端に固定された上
部鏡板（13）と、該胴部（12）の下端に固定された下部鏡板（14）とを有している。上部
鏡板（13）と下部鏡板（14）は、それぞれ、上記胴部（12）の開口端部を閉塞する椀状の
部材であり、上記胴部（12）の開口端部に溶接により接合されている。
【００２１】
　図１の要部拡大図である図２に示すように、上記ブラケット（15）は、シート状の粘弾
性体（35）を介して上記ケーシング（11）の下部鏡板（14）を下方から支持する支持部（
16）と、上記防振ゴム（25）を介して上記取付台座（30）に固定される固定部（17）とを
有し、上記支持部（16）と固定部（17）とが一体に構成されたものである。上記支持部（
16）は、上記ケーシング（11）の下部鏡板（14）に沿うように、下向きに湾曲した形状に
形成されている。
【００２２】
　上記下部鏡板（14）と上記ブラケット（15）は、粘弾性体（35）を挟んで接合されてい
る。粘弾性体（35）は粘着性を有する材料であり、下部鏡板（14）をブラケット（15）に
密着させた状態を保持する。また、上記粘弾性体（35）は振動を減衰する特性を有してい
る。上記下部鏡板（14）と上記ブラケット（15）は、粘弾性体（35）を挟んで接着するこ
とにより接合されている。
【００２３】
　本実施形態においては、上記防振ゴム（25）のバネ定数Ｋ１と上記粘弾性体（35）のバ
ネ定数Ｋ２とが、Ｋ１＞Ｋ２の関係を満たすように構成されている。上記粘弾性体（35）
は、可塑性を有する未加硫ブチルゴムで形成されている。バネ定数Ｋ１，Ｋ２が上記の関
係を満たしているので、上記防振ゴム（25）は、粘弾性体（35）である未加硫ブチルゴム
と比べて、同一荷重に対する撓みが小さい。逆に言うと、粘弾性体（35）は防振ゴム（25
）と比べて同一荷重に対して大きく撓むことになるので、粘弾性体（35）が主として圧縮
機（10）の振動を吸収することになる。
【００２４】
　　－運転動作－
　上記圧縮機（10）を運転すると、圧縮機構（20）や該圧縮機構（20）を駆動するモータ
（図示せず）の振動により、圧縮機（10）のケーシング（11）が振動する。ここで、本実
施形態においては、防振ゴム（25）よりのバネ定数Ｋ１よりも小さいバネ定数Ｋ２の粘弾
性体（35）を上記ケーシング（11）の下部鏡板（14）とブラケット（15）の間に設けてい
るので、ケーシング（11）の振動が粘弾性体（35）で大幅に減衰されてからブラケット（
15）に伝達される。したがって、ブラケット（15）から室外機の取付台座（30）に伝達さ
れる振動も大幅に減衰される。
【００２５】
　　－実施形態１の効果－
　以上説明したように、本実施形態によれば、ケーシング（11）の振動が大幅に低減され
てからブラケット（15）に伝達され、ブラケット（15）から室外機の取付台座（30）に伝
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達される振動が防振ゴム（25）で減衰されるので、室外機の振動や騒音を大幅に低減でき
る。
【００２６】
　また、ケーシング（11）を粘弾性体（35）で支持しており、ケーシング（11）の振動が
低減されるので、ケーシング（11）に接続された吐出管（11d）及び吸入管（11s）や、そ
れらに接続される冷媒配管への加振が抑制される。このことにより、配管の折損などの問
題が生じるのも未然に防ぐことができる。
【００２７】
　　－実施形態の変形例－
　実施形態の変形例は、図３に示すように、下部鏡板（14）とブラケット（15）とを位置
決め用の突起部（18）と凹部（19）とで位置決めするようにした例である。
【００２８】
　この図３の例では、ブラケット（15）に突起部（18）を形成し、下部鏡板（14）に凹部
（19）を形成している。また、粘弾性体（35）には、突起部（18）が挿通する貫通孔（36
）を形成している。なお、ブラケット（15）と下部鏡板（14）における突起部（18）と凹
部（19）の関係は逆にしてもよい。
【００２９】
　このようにすると、ケーシング（11）の下部鏡板（14）とブラケット（15）の位置決め
を容易に行うことができ、粘弾性体（35）の位置も正確に決めることが容易になる。
【００３０】
　《その他の実施形態》
　上記実施形態については、以下のような構成としてもよい。
【００３１】
　例えば、上記実施形態では、粘弾性体（35）として未加硫ブチルゴムを用いるようにし
ているが、加硫ゴム（クロロプレンゴム（ＣＲ），エチレンプロピレンジエンゴム（ＥＰ
ＤＭ），アクリロニトリルブタジエンゴム（ＮＢＲ），天然ゴム（ＮＲ），イソブチレン
イソプレンゴム（ＩＩＲ）など）を用い、これらを挟んでブラケット（15）と下部鏡板（
14）とを溶着もしくは接着するようにしてもよい。
【００３２】
　また、上記実施形態では粘弾性体（35）としてシート状の材料を用いているが、粘弾性
体（35）は必ずしもシート状でなくてもよい。
【００３３】
　また、上記実施形態におけるブラケット（15）や下部鏡板（14）の形状は一例に過ぎず
、これらの形状や構成は適宜変更してもよい。
【００３４】
　なお、以上の実施形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、ある
いはその用途の範囲を制限することを意図するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　以上説明したように、本発明は、圧縮機のケーシングを取付台座に防振材を介して取り
付ける構造において振動や騒音を防止する技術について有用である。
【符号の説明】
【００３６】
　10　圧縮機
　11　ケーシング
　15　ブラケット
　16　支持部
　17　固定部
　20　圧縮機構
　25　防振ゴム（防振材）
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　30　取付台座
　35　粘弾性体
 

【図１】 【図２】
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